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実支出以外の支出に関する研究（第二報）

　　　　　　　○名古屋文理短大　鈴木真由子 静岡大教育　村尾勇之
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　本研究の目的は、前回の平均値による時系列動向分析報告をふまえ、戦後日

世帯にみる家計の実支出以外の支出を対象として、そこに収入階級に基づく一

傾向を求めようとしたものである．

　昭和30年から6 1年に至る32年間の動向を、総務庁統計局「家計調査報告」及

庁「国民経済計算」を資料として、年間収入五分位階級別データについて電算

　実数値．指数化、グラフ化．散布図作成．一次回帰方程式の算出とそれに基

係数の算定等による分析を試み、収入階級の違いによる法則的傾向を見出そう
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済

り
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る時、当該支出は支出項目中で最大の伸び

ものとなっていた。また、主要経済指標と

分散状態を①一致型・R s字型・③逆Ｓ字

支出はＳ字型カーブに属していた。

間収入五分位階級別の分析を行った結果、

位）に特徴的な傾向がみられた。また、細

金返済）について収入階級間に逆転現象が

指標と当該支出との関係において、同棟に

　高収入階級と低収入階級の間に特檄的な

にされた。


